
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ｐ  ４ｐ  

令和３年８月市政報告会 資料  
 
毎年８月に開催の市政報告会は、新型コロナウイルス感染症の影響で中止とさせていただきます。 

令和３年 夏 第３６号 

能美市議会議員 田中 策次郎 
〒923-1124 石川県能美市三道山町チ 16 番地２  
TEL 0761-58-5037    FAX 0761-58-5209 

Mail kizuna@3926jp.net  http://3926jp.net 

                          ホームページ    Facebook     メール     三道山子ども食堂 

議会 
能美市議会議員(３期) 

総務産業常任委員会  委員長  

議会運営委員会 副委員長  

能美市議会  前副議長（平成 30年１月～令和１年９月） 

 

役職 
石川県男女平等推進協議会 副会長  

石川県赤十字奉仕団 副委員長  

石川県体操協会 参与  

能美市赤十字奉仕団チーム２０  委員長  

三道山子ども食堂 設立代表  

能美市民防災ネットワーク 顧問  

能美市日中友好協会 会長  

能美市トランポリン協会 会長  

能美市ソフトテニス協会 会長  

能美市エアロビック連盟 会長  

市
内
で
の
防
災
講
演
や
、
被
災
地
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
！ 

➢
 

防
災
士
の
育
成
を
提
案
、
事
業
が
拡
充
さ
れ
、
防
災
士
が
増
強
さ
れ
ま
し
た 

➢
 

防
災
組
織
に
女
性
委
員
の
起
用
を
提
案
、
女
性
防
災
士
の
増
員
と
避
難
所
運
営
の
副
委
員
長
に
女
性
選
任
が
規
定 

➢
 

避
難
行
動
要
支
援
者
の
名
簿
作
成
と
活
用
を
提
案
、
消
防
本
部
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
避
難
支
援
体
制
が
充
実
し
て
い
ま
す 

➢
 

市
消
防
本
部
の
人
員
や
消
防
車
・
救
急
車
の
配
備
の
拡
充
を
提
案
、
消
防
職
員
の
増
員
と
車
両
の
整
備
増
強
が
計
画
的
に
実
現 

➢
 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
応
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
支
援
を
提
案
、
ア
プ
リ
導
入
で
防
災
支
物
資
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
活
用 

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
小
中
学
校
で
の
環
境
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
！ 

➢
 

能
美
古
墳
群
エ
リ
ア
の
整
備
と
利
活
用
を
提
案
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
古
墳
群
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す 

➢
 

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
に
市
が
連
携
し
た
支
援
を
提
案
、
企
業
へ
の
周
知
や
市
が
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
ま
す 

➢
 

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
の
推
進
と
活
用
を
提
案
、
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
の
拡
充
と
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す 

➢
 

公
共
施
設
に
太
陽
光
発
電
の
設
置
を
提
案
し
、
施
設
の
新
設
や
改
修
時
に
太
陽
光
発
電
の
設
置
が
進
ん
で
い
ま
す 

地
域
の
声
を
聞
き
、
地
域
産
業
の
活
性
・男
女
共
同
参
画
の
推
進
・市
民
生
活
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！ 

➢
 

飲
食
店
の
九
谷
焼
食
器
購
入
の
支
援
を
提
案
、
九
谷
焼
利
用
促
進
事
業
補
助
金
が
創
設
さ
れ
ま
し
た 

➢
 

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
す
る
事
業
者
へ
事
業
継
続
へ
の
支
援
を
提
案
、
の
み
応
援
特
典
券
第
３
弾
が
実
施
さ
れ
ま
し
た 

➢
 

各
町
会
の
公
民
館
活
動
支
援
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
へ
の
助
成
を
提
案
、
公
民
館
の
感
染
症
対
策
補
助
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た 

➢
 

生
理
の
貧
困
に
取
り
組
み
、
継
続
し
て
生
理
用
品
の
無
償
配
布
と
調
査
を
提
案
、
生
理
用
品
の
無
償
提
供
を
開
始
し
て
い
ま
す 

➢
 

外
国
人
住
民
の
た
め
、
外
国
人
窓
口
を
提
案
、
外
国
人
窓
口
と
多
言
語
の
受
付
機
器
が
導
入
さ
れ
ま
し
た 

➢
 

地
元
農
産
物
の
消
費
拡
大
と
農
業
支
援
を
提
案
、
米
消
費
の
拡
大
と
６
次
産
業
推
進
を
支
援
し
て
い
ま
す 

こ
ど
も
食
堂
の
活
動
や
、
高
齢
者
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
！ 

➢
 

公
共
施
設
の
福
祉
設
備
の
改
善
を
提
案
、
令
和
３
年
度
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
推
進
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す 

➢
 

親
が
亡
く
な
っ
た
場
合
の
残
さ
れ
た
障
が
い
の
あ
る
方
の
支
援
を
提
案
、
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す 

➢
 

障
が
い
者
の
就
労
支
援
を
提
案
、
障
が
い
者
就
労
達
成
事
業
者
に
奨
励
金
が
支
援
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た 

➢
 

障
が
い
者
家
族
同
士
の
集
い
の
場
所
の
整
備
を
提
案
、「
ま
る
に
こ
親
子
の
ひ
ろ
ば
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た 

➢
 

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
や
オ
ム
ツ
台
・
授
乳
場
所
の
設
置
と
子
育
て
安
心
マ
ッ
プ
を
提
案
、
公
共
施
設
等
利
用
の
利
便
性
が
向
上
し
て
い
ま
す 

➢
 

保
育
士
の
勤
務
環
境
の
充
実
を
提
案
、
フ
リ
ー
保
育
士
の
配
置
や
事
務
作
業
の
効
率
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す 

小
中
学
校
で
の
福
祉
体
験
授
業
を
行
い
、
人
を
思
い
や
る
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！ 

➢
 

教
職
員
の
多
忙
化
を
解
消
す
る
た
め
「
教
職
員
定
数
改
善
と
教
育
予
算
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
言
し
ま
し
た 

➢
 

い
じ
め
虐
待
防
止
の
施
策
強
化
を
提
案
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す 

➢
 

発
達
障
害
の
子
ど
も
へ
の
支
援
を
提
案
、
専
門
相
談
員
が
強
化
さ
れ
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す 

➢
 

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
の
い
じ
め
の
問
題
に
福
祉
教
育
を
提
案
、
小
中
学
校
で
の
福
祉
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す 

市
議
会
で
の
多
く
の
提
案
が
実
現
し
て
い
ま
す
！ 

福祉 教育 

防災 環境 地域 

生理用品無償提供              環境ボランティア                 災害ボランティア 

福祉体験授業                  子ども食堂 

経歴 
平成 16年度    寺井中学校 ＰＴＡ会長 
平成 18・19年度  寺井高等学校 ＰＴＡ会長 
平成 20～25年   能美市民環境ネットワーク 会長 

平成 21～25年   能美市ボランティア連絡協議会 副会長 
平成 21～25年   寺井地区ボランティア連絡協議会 会長 
平成 19～29年   能美市民防災ネットワーク 委員長 
 

学歴 
石川県立小松工業高校 機械科 昭和 54 年卒  
 

資格 
防災士 

介護ヘルパー２級  

環境カウンセラー  

調理師 

 

昭和 36 年(1961 年)生まれ  

お弁当の開花亭  店主  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ｐ  ２ｐ  

平成 25年３月議会 

➢ 能美市地域防災計画の見直しと周知を提案 

概要版の作成と出前講座が行われています。 

➢ 自主防災組織の支援を提案 

補助金事業が拡充され自主防災組織の機材整備が進んでいます 

➢ 防災士の育成を提案 

防災士育成事業が拡充され多くの市民が防災士を取得しています 

➢ まちづくりの推進にボランティアとの連携を提案 

「のみ地域力強化支援ファンド」などの事業が立ち上がりました 

平成 25年６月議会 

➢ キッズスペースやオムツ台・授乳場所の設置と子育て安心マップを提案 

子育て中の方の市内公共施設等利用の利便性が向上しています 

➢ 男性の育児参加の支援策を提案 

男性向け育児講座などが拡充されました 

➢ 自主防災組織での防災士の位置付けを提案 

組織内に町内防災士の登録が記載されるようになりました 

➢ 防災組織に女性委員の起用を提案 

女性防災士の増員と避難所運営の副委員長に女性選任が規定されました 

平成 25年９月議会 

➢ 災害時の要援護者の避難対応を明確に 

福祉見守り安全マップを活用し対応するようになりました 

➢ 子どもから高齢者のいじめの問題に福祉教育を 

小中学校での福祉授業が取り入れられ、支えあう大切さを学んでいます 

平成 25年１２月議会 

➢ 能美古墳群の整備と小中学校高校の学習旅行誘致を 

能美古墳群整備事業が開始され整備が進んでいます 

➢ 国際交流室の設置や能美市国際交流協会の発足を支援せよ 

令和元年5月に国際交流協会が発足しました 

平成 26年９月議会 

➢ 障がい者グループホームの整備を 

国と県の橋渡し役となり整備が進んでいます 

➢ 障がい者の就労支援を 

障害者雇用支援事業が開始され事業者に奨励金を支援しています 

➢ 発達障害の子どもへの支援 

専門相談員を強化し支援が行われています 

平成 26年１２月議会 

➢ 若手作家の公募展開催と優秀作品を市施設に展示を 

九谷焼美術館や能美根上駅ギャラリーで展示が行われるようになりました 

平成 27年９月議会 

➢ 避難行動要支援者の名簿作成と活用を 

名簿が消防本部システムと連携され、避難支援体制が充実しています 

平成 28年６月議会 

➢ 地域でお金が回る仕組みが必要、発注について地元業者を優先せよ 

市内業者への受注機会の確保に努めています 

➢ 障がい者差別の解消・合理的配慮や啓発活動の取り組みを 

第３次障がい者計画に施策が加わり差別解消に取り組みが進んでいます 

平成 28年１２月議会 

➢ 事業者が参加する高齢者に優しいまちづくりを問う 

生活支援サービス部会に商業組合などが参加し協議が始まりました 

平成 29年６月議会 

➢ 市消防本部の人員と消防車・救急車の配備の拡充を 

消防職員の増員と車両の整備増強が計画的に行われています 

平成 29年９月議会 

➢ 九谷焼食器を使う飲食店の認定推進と九谷焼食器購入を支援せよ 

  飲食店等九谷焼利用促進事業補助金が創設されました 

➢ 新公共交通体系構築のプロジェクトチーム編成を図れ 

町会・市民団体・行政の新交通システム検討委員会が設置されました 

平成 30年３月議会 

➢ 医療的ケア児に対する支援を求める 

医療的ケア児への助成とレスパイト事業が始まりました 

➢ 手取川・梯川の連動した河川氾濫への被害想定と避難計画を立てよ 

新たに洪水ハザードマップを作成し発信しています 

➢ いじめ虐待防止の施策強化とコミュニティスクールの推進を 

学校と地域が一体となるコミュニティスクールが推進されています 

➢ 日本女性会議２０１８ｉｎ金沢への取り組みを問う 

能美市男女共同参画推進委員会が中心となり１分科会を担当しました 

平成 30年６月議会 

➢ 外国人住民のため、外国人窓口を設置せよ 

外国人の専用窓口と多言語の受付機器が導入されました 

➢ 公共施設の福祉設備の総点検を行い不備があるものを改善せよ 

ユニバーサル推進事業として整備が進んでいます 

平成 30年９月議会 

➢ 市民へ災害ボランティアセンターの役割と活用方法の周知を 

町会町内会や民生委員の定例会で周知を行っています 

➢ 能美東西連絡道路に愛着を持てるよう地域の方で新しい愛称を 

寺井まちなか区間の愛称を検討する事となりました 

平成 30年 12月議会 

➢ 能美市ハザードマップに「液状化しやすさマップ」の記載を 

能美市防災ガイドブックに追加記載されました 

平成31年３月議会 

➢ 男女共同参画推進の新年度施策と思いを問う 

就職セミナーや資格取得経費の助成事業を行っています 

➢ 防災センター事業を防災士連絡会と連携しながら推進を 

防災学習拠点として防災プロジェクト事業が実施されるようになりました 

令和元年６月議会 

➢ ボランティアが継続し活動出来るよう、調査と支援を 

アンケート調査を行い今後の第４次能美市地域福祉計画に反映されます 

令和元年９月議会 

➢ 保育士勤務の環境の充実を 

フリー保育士の配置や事務作業の効率化が進められています 

➢ 介護者の親が亡くなった場合の残された障がいのある方に、市の支援策を 

障がい者グループホームの整備を支援し「結」が設置されました 

➢ 障がい者家族同士が話をする場所が求められている。集いの場所を 

障がいを持つ子どもと保護者「まるにこ親子のひろば」が開設されました 

令和２年３月議会 

➢ 新博物館の周辺整備として、能美古墳群エリアの整備と利活用を 

観光ルートとウォーキングコースの整備が進んでいます 

令和２年１２月議会 

➢ コロナ禍における災害時の家族避難行動計画作成の推進を 

マイタイムラインの講座を実施しました 

➢ 各町会の公民館活動支援に新型コロナ感染症対策への助成を 

感染症対策として自治公民館の補助制度が拡充されました。 

令和３年３月議会 

➢ コロナ禍での今後の市民の健康維持の事業拡充と支援が出来ないか 

生活習慣病予防の訪問指導やモデル地区を定め高齢者健康指導が進められます 

➢ 新型コロナ感染症に対応した災害ボランティアセンターへの支援を 

「みまもりあいアプリ」を導入し支援物資やボランティアのマッチングに活用されます 

令和３年６月議会 

➢ 「頑張る女性応援事業」を推進委員会と連携し行えないか 

コロナ禍で頑張る女性をクローズアップしホームページで紹介します 

➢ 生理の貧困に取り組み、継続して生理用品の無償配布と調査を 

令和３年からいきいき共生課で無償提供を開始しました 

➢ コロナ禍の影響で疲弊する事業者へ運転資金面や事業継続への支援を 

「のみ応援特典券」第３弾を実施と大型宴会場を持つ事業者を支援する 

➢ 子ども食堂との連携と支援を求める 

活動のサポートと食材確保を支援する 

➢ フードバンク活動やフードドライブ活動に市と連携した支援を 

企業にフードバンク活動の理解を求め、10月にフードドライブを実施する 

➢ ドローンの活用法と民間団体との連携を 

民間団体と連携し利活用をはかります 

 

 

近年、多発する災害！ 
● 平成 28 年９月茨城県常総市 
● 平成 31 年７月岡山県真備町 
● 令和１年 10 月長野県長野市 
各地で災害ボランティアと 
災害ボランティアセンターの 
活動を行っています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

能美根上駅ギャラリー 

市民の皆様の声を大切にし 

住みよいまちづくりが進んでいます！ 

小中学校福祉体験授業 

高齢者介助ボランティア 

親子の居場所と生活応援に三道山子ども食堂を立ち上げました 

伝統工芸九谷焼支援事業 

消防体制の強化  

日本女性会議 2018ｉｎ金沢大会 

体験を活かして、地域や学校で防災講演を行っています 

 

フードドライブ推進講演 

赤十字募金活動  

市政を語る会  

寺井地区都市再生整備事業 


